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ボーリング柱状図
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玉石練積み護岸。φ20cm玉石，以
下CN。
コンクート直下はφ100mm内外の
玉石混在。
堤体盛土材と思われる。礫は
φ5～50mm主体。
礫間はシルト分と砂で充填される
。
-1.2～-1.6m間、礫分少なくシルト
主体の部位を挟む。
上部-1.0m付近までシルト多く混る
。
全体に緩い締まり具合である。

新第三紀中新世の凝灰質砂岩で、
概ね新鮮である。
-2.8m付近までは風化が進み灰茶色
を呈す。
下部に従い徐々に堅硬度を増す。
岩質は概ね堅硬緻密で、
5～40cmの柱状コアを主体とする
。
コアの表面は粗・滑らかの級化層
理が不等間隔でみられる。
無層理塊状を呈すが、密着した亀
裂が疎らにみられる。
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